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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、動きの錯視の表現効果を公共空間へ活用することを目的とした理論および制作の

両側面からの研究である。錯視は凝視することで、その効果を確認することができる。そのた

め、本研究の目的の一つである遠距離サインに活用するには、見る側が運転者ではなく電車等

の乗客を対象にしなければならない。この研究結果の基づき、走行速度（時速 90km 前後）、

視点距離（30~50m）が最も効果的な適正値であることが確認できた。一方、もう一つの研究
テーマ「見て触って楽しむストリートアート」に向けた制作研究では、横幅７m の大作

「Motion-illusion09・R&B・01」を発表し、公共空間における表現効果の検証においてビジ
ュアルコミュニケーションとしての新たなツールの確認ができた。  
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study was intended to utilize an optical illusion expression effect to the public space, 
a study from theoretical and productive both sides. Optical illusion is to stare and can 
confirm the effect. Therefore utilization long distance sign viewer side have to intend the 
passengers such as the train not by driver. Based on these findings, I could confirmed that 
run speed (around 90km per an hour), viewpoint distance (30-50m) were the most effective 
appropriate values. On the other hand, I presented masterpiece "Motion-illusion09, R & 
B .01" of 7m in width. In the inspection the expression effect in the public space of which 
"the street art people could enjoy with touch and see” by utilized an optical illusion effect. I 
was able to  confirm of a new tool as the visual communication was possible, in the 
inspection of the expression effect in the public space. 
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１．研究開始当初の背景 
 眼球運動に伴う二次元上での動きの錯視
の研究は視覚心理学の研究分野で進められ
ているが、三次元上での動きの錯視の錯視の
研究の理論的研究は難しい。またビジュアル
コミュニケーションの表現手法として動き
の錯視の表現効果を遠距離サインやストリ
ートアートなど公共空間へ活用した事例は
ない。このような研究背景のなか、本研究は
先駆的研究の位置づけとして、理論的な側面
と制作的側面からの研究プロセスを踏む必
要があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は動きの錯視の表現効果を公共空
間に活用することを目的とする。研究アプロ
ーチとして、動きの錯視の遠距離サインへの
活用については、近距離表現における適正理
論値を活用し、最も効果的な表現要素の割り
出しに重点を置くこととした。また制作的展
開として「見て触って楽しむストリートアー
ト」に向けた作品制作を通し、ビジュアルコ
ミュニケーションの新ツールとして活用が
可能かどうかについて検証することを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では２つのテーマで進めており、それ
ぞれのテーマごとの研究方法について記す。 
 
○動きの錯視の遠距離表現への活用に関す
る研究 
(1)動きの錯視の近距離表現における表現要
素の最適値を参考に遠距離表現に基づき、
2003 年に実施した遠距離サインの公開実験
の考察結果の問題点をピックアップする。 
(2)設置場所を想定した走行速度、視点距離、
視点距離に対応する適正縞幅の理論値を割
り出す。 
(3)縮小モデルによる表現効果の検証実験を
おこなう。 
 
○動きの錯視の表現効果を活用した「見て触
って楽しめるストリートアート」の制作研究 
(1)動きの錯視の近距離表現における最適理
論値と表現要素をピックアップする。 
(2)公共空間への設置を想定した触ることの
出来る構造についてアイディアを検討する。 
(3)アイディア展開と設計に基づいた制作 
(4)オープン空間での展示と開場での観察記
録に基づく考察をおこなう。 
 
４．研究成果 
４.１.動きの錯視の遠距離表現への活用に 
   関する研究 
(1)主な研究内容 
 本研究の基盤となる第一回目の公開実験は、

約３ヶ月間の公開期間を通し様々な問題点と
可能性を見つけることができた。大型サインと
しての認識に加え動いて見えるという錯視の
表現効果を特徴とする本研究は、凝視すること
でその効果が確認できるということ。それは結
論的に設置場所と見る側の対象を絞ってしま
うという一般の大型サインとは異なる条件が
必要であることである。つまり設置場所が路上
に面した一般道である場合、見る人の対象が車
に乗車する運転手もしくは同乗者に限られる。
凝視することで動いて見える錯視効果を特徴
としているため、言い換えれば、脇見運転によ
る交通事故を引き起こす可能性が問題となる。
その後、様々な角度から検討した結果、見る側
の対象を電車の乗客に絞る必要があり、九州新
幹線などの乗客を対象にしたユニークなサイ
ンを想定した最も効果的な表現要素の研究に
照準を絞り、モデル実験による検証をおこなっ
た。 
(2)検証結果に基づく表現要素 
 検証結果、以下のように大型サインとしての
表現要素および設置対象の適正値を割り出す
ことができた。 
・文字：縞幅と並行するデジタル文字 
 「WELCOME TO KUMAMOT」 
・板の形状：地板と傾斜する１枚あるいは２枚  
 の構成による形状 
・縞幅：視点距離に応じた適正値（35~45mm） 
・視点距離：50~35m（斜め 45°から正面） 
・視点移動速度（走行速度）：約90km／時） 
 （新幹線の場合駅構内付近の走行速度） 
以上の条件に合う設置場所が有効である。 
 

 
 図 1：「動くシンボルサイン」文字の構成要素



４.２.動きの錯視のストリートアートへの 
   活用に関する制作的研究 
(1)主な研究の内容 
 本研究は室内空間など近距離表現を中心と
した動きの錯視の適正縞幅等の研究結果を
もとにストリートアートなど公共空間を想
定した制作的研究を主におこなった。これま
での研究に動きの錯視効果と遊び心をミッ
クスした研究として会場での観察が重要と
なってくる。本研究では「見て触って楽しむ
アート」をコンセプトとする 2.1×７メート
ルの大型作品「Motion illusion 09・R&B」
を制作し、大空間の展示場他、オープン空間
であるロビーでの展示を通し、作品と鑑賞者
との視覚、触覚を通したビジュアルコミュニ
ケーションについて考察した。 
(2)作品の特徴について 
 作品の全体的フォルムの視覚的特長は漸
変的に配列した板の構成である。中央のフレ
ームを境に左右に配列した板は傾斜度 75度、
個数は 368 個、左右総計 736 枚である。プロ
グレッシブの配列によってウェーブを描く
視覚的美しさを演出する。また背景のパネル
に使用した素材はヘアライン加工を施した
アルミニウムを使用、その上にカッティング
プロッタで作成した縞パターンを連続する
ように貼っている。板の配列も同様に連続性
が不可欠であるため、左右それぞれに裏側か
らのジョイントで接合部が判別できない構
造としている。表現のヘアライン加工は、動
きの錯視の効果をより強調するための裏技
的役割ともいえる乱反射の効果を活用した
素材独特の立体的奥行き感の表現効果にも
寄与している。 
 これらの表現効果の特長の上に、本研究で
最も重要視した点は「触って楽しむことがで
きる構造上の工夫」である。あらかじめ板が
配置される位置にスリットを設け、補強用 L
字金具を裏側に取り付け、差し込むかたちで
固定している。 
(3)動きの錯視の最適理論値の活用 
 これまでの実験を通して、縞の識別と動き
の錯視の関連性から、動きの錯視の最も効果
的と判断される理論値は視角で２′～４′
であることが明らかになった。た単位時間あ
たりに横切る縞のピッチ数は３～６ピッチ
／秒であることも明らかになった。本研究で
は、これまでの研究結果の活用とその成果の
確認として、特に表現の主要素である縞幅の
設定値に最も効果的な理論値を反映させた。
本作品のサイズは、７メートルという大型作
品であるが、室内空間であるこことに加え、
鑑賞者が近づいて触りながら動きの錯視の
表現効果を楽しむ作品であることから、視点
距離１～２、あるいは３メートルにおける最
も効果的な縞幅の視角からの換算値を活用
した。またストリートアートを想定した野外

での鑑賞や触りながら楽しんでもらう作品
制作に向けての実験的試みであることも目
的のひとつであるため、前述したように構造
上の工夫も加えた上で、比較的至近距離での
最適値を採用することにした。これらの条件
を満たすための縞幅は、理論値に基づき 1.25
ミリの等間隔の縞幅を採用した。 
(4)作品と鑑賞者とのビジュアルコミュニケ
ーション 
 これまでの筆者の作品を見た鑑賞者の多
くは、ドミノ倒しの視覚的イメージとリンク
させているため、欲求不満を残したまま変え
る観客も少なくない。また構造的にも壊れや
すい危険な作品というイメージも定着して
いる。本研究では、ビジュアルコミュニケー
ションのツールとして動きの錯視の表現効
果を活用することを目標の一つにおいてい
ることを踏まえ、この問題点を解決するため
の構造上の改良を行い、組立て時にも表面を
触ることができる構造とした。 
 本研究では、吹き抜け式のオープン空間で
ある東京都美術館、および福岡市美術館での
ロビー空間、さらには熊本県立美術館での触
ることが出来ることを前提しした展示空間
での３会場において、動きの錯視の表現効果
とビジュアルコミュニケーションの相互関
係を観察した。芸術作品を鑑賞しているとい
うモラルの観点で、遠慮がちに触る人もいた
が、作品の特徴からそのギャップとも言える
「触っていい」ということの開放感と触覚を
通してのより楽しみ方に感動する観客も多
かった。 
 
 

 図 2：触って楽しむ観客（上）と板の構造図（下）



(5)今後の展開 
 本研究では動きの錯視の表現効果を公共空
間に活用することを目的に２つのサブテーマ
を設けて研究をおこなった。いずれも大がかり
なプロジェクトとしての展開を想定した研究
であったが、大きなステップにつなげることが
できた。そもそも錯視はネガティブイメージで
とらえられることが多く、公共空間に活用する
ことはタブーとされてきたジャンルであり、交
通事故に繋がる要因ともされている。それだけ
に、本研究での成果が新たなきっかけとなり、
日常生活により魅力的な要素として親しまれ
ることを期待したい。 
 本研究と並行して取り組んでいる研究で、本
研究に活用しているストライプパターンの表
現要素を道路上のイメージハンプに活用して
いる事例がある。動きの錯視ではないが、錯視
効果によって見かけの盛り上がり効果に寄与
していこうという試みである。ハンプは高くす
れば速度抑制効果は高くなるが事故にも繋が
る要因となる。錯視効果との併用で速度抑制に
つなげ、交通事故抑制に貢献できるきっかけに
なる研究成果へと結びつけたい。 
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